
東峰村災害
ボランティアセンター

活動報告
～令和5年7月7日からの豪雨による被害～

東峰村社会福祉協議会



1.豪雨災害の被災状況
7月10日午前2時より降り始めた雨は、午前11時までに450ミリの雨を降らせました。

梅雨前線の影響で、6月30日から7月9日までに1,000ミリ近い雨が降っていた東峰村では、
地盤が緩んでいたこともあり、

10日の豪雨で土石流や法面崩落、土砂流入などの大きな被害を受けました。
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2.被害の概要

状況 被害件数

人的被害 0件

住家被害 全壊3件、大規模半壊0件、中規模半壊0件、半壊0件、
準半壊3件、一部損壊（床上）10件、一部損壊（床下）17件

該当なし4件…合計37件

その他被害 道路2件、林道36件、河川74件、農地農業用施設492件

➤6年前の被災時と比べると、被害件数は少なかったですが、大きな被害を受けました。



3.東峰村災害ボランティアセンターの活動①

日にち 内容

7月10日（月） ・午前6：40 大雨特別警報、警戒レベル5 緊急安全確保発令
・村内の豪雨被害発生

7月11日（火） ・東峰村役場より、災害ボランティアセンター設置要請
・東峰村役場住民福祉課と災害ボランティアセンター設置について協議
・設置場所は喜楽来館、設置日を13日に決定する

7月12日（水） ・福岡県社会福祉協議会と災害ボランティアセンター設置についてzoom協議
・嘉飯桂地区ブロック社協と災害ボランティアセンター運営について協議

7月13日（木） ・ホームページ及びFacebookにて災害ボランティアセンター開設を周知
・相談依頼受付及び登録ボランティアの受付開始
・応援社協、支援団体、東峰村社協職員によるニーズ調査開始
・東峰村災害ボランティアセンター開設



3.東峰村災害ボランティアセンターの活動②

日にち 内容

7月14日（金） ・広報にて災害ボランティアセンター開設を周知
・応援社協、支援団体、東峰村社協職員で引き続きニーズ調査実施

7月15日（土） ・ボランティアによる災害ボランティア開始

8月2日（水） ・登録ボランティアの受付休止し、登録団体とのボランティア活動へ移行

9月30日（土） ・東峰村災害ボランティアセンター閉所



◎自宅周りの土砂撤去、自宅内の土砂撤去

◎家財の搬出、災害ゴミ捨て場への運搬

◎危険個所への土嚢積み、ブルーシート張り

◎窯元の被害も多かったことから、作業場や店舗の土砂撤去

◎自宅敷地内にある畑（家庭菜園）の土砂撤去

◎水路（生活排水）の土砂撤去

◎農機具倉庫内などの土砂撤去

4.災害ボランティア活動内容 





5.東峰村災害ボランティアセンター活動実績

内容 実績

相談依頼件数 67件

活動日数 31日

活動件数 81件

ボランティア活動数 564名



6.各社会福祉協議会からの応援職員数

社協名 応援職員数

筑前町社協（両筑地区ブロック社協） 46名

嘉麻市、飯塚市、桂川町社協（嘉飯桂地区ブロック社協） 62名

福岡県社協 25名

日赤病院などからの看護師派遣 24名

応援職員数合計 157名



ボランティアの皆さんから、東峰村へメッセージもいただきました！



東峰村へのあたたかいご支援、
ありがとうございました！
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